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(2) 

平
成
四
年
度

田J

ぷ、

行
政
改
革
の

一
環
と
し
て
引
き
続

き
行
っ
て
参
り
ま
し
た

O
A

機
器
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
土
木
等
の
設
計

積
算
用
の
パ
ソ
コ
ン
二
台
を
導
入
す

る
と
と
も
に
国
土
調
査
課
に
も
パ
ソ

コ
ン
を
入
れ
、
デ
ー
タ
処
理
に
よ
る

事
務
の
省
力
化
を
図
る
計
画
で
す

。

次
に
、
電
算
は
、
財
務
会
計
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
よ
り
、

予
算
編
成

事
務
及
び
金
銭
会
計
シ
ス

テ
ム
も
順
調
に
稼
働
し
、
会
計
関
係

書
類
も
全
て
電
算
に
よ
り
処
理
さ
れ
、

平
成
三
年
度
決
算
も
電
算
集
計
と
な

長
施
政
方
針

「
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」

旭

の

平
成
四
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
源
の

重
点
的
か
つ
効

率
的
な
配
分
を
行
い
、
都
市
化
の
進

展
に
合
わ
せ
た
環
境
整
備
を
進
め
、

高
度
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
体
制

づ
く
り
を
図
り
な
が
ら
生
活
優
先
の

諸
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

幸

せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

つ
つ
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く

り
」
に
遁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す

。

,-y し幸良

総
務
関
係

広

長IIIT 

束村

り
、
予
算

・

決
算
事
務
の
大
幅
な
省

力
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

。

ま
た
電

算
端
末
も
現
在
十

三
台
を
擁
し
て
い

ま
す
が
更
に
税
務
課
へ

一
台
増
設
し
、

納
税
証
明
書
等
の
発
行
の
ス
ピ
ー
ド

化
を
図
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
予
定
で
す

。

次
に
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
総
合
開
発
計
画
は
、
町
内
各
界

各
層
の
皆
様
か
ら
項
い
た
ご
意
見
を

基
に
、
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
の

策
定
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
平
成

四
年
度
上
期
に
は
基
本
計
画
審
議
会

の
答
申
を
項
き
、
策
定
作
業
を
完
了

す
る
予
定
で
、
本
年
度
は
こ
れ
の
印

刷
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
計
画
は

、

二
十

一
世
紀
を
め
さ

し
た
本
町
の
農

・

工
・

住
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
町
づ
く
り
の
大
綱
と
し

て
住
置
付
け
る
と
と
も
に
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、

計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
印
刷
し
、

各
家
庭
へ
配
布
す
る
予
定
で
す

。

民
生
関
係

国
県
の
施
策
に
合
わ
せ
社
会
福
祉

の
充
実
強
化
と
年
金
、
各
種
医
療
施

策
の
充
実
を
進
め
る
ほ
か
高
齢
者
福

祉
対
策
を
推
進
す
る
計
画
と
致
し
ま

し
た
。

ま
ず
、
平
成
三
年
度
に
果
実
運
用

型
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ま
し
た
地

域
福
祉
基
金
の
利
子
を
財
源
と
し
て
、

独
居
老
人
の
緊
急
通
信
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
、
ね

た
き
り
老
人
に
対
す
る
介
護
手
当
の

増
額
及
び
老
人
福
祉
大
会
の
ソ
フ
ト

メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。次

に
、
福
祉
マ
ン
パ
ワ
l

対
策
の

一
環
と
し
て
ホ
ー
ム
へ
ル
パl
を

一

名
増
員
し
て
五
名
と
し
、
在
宅
福
祉

の
向
上
を
図
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

総
合
老
人
ホ

l

ム
の
建
設
計
画
も
着

々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
に

は
法
人
設
立
の

予
定
と
な

っ
て
い
ま

す
。

更
に
、
重
一
度
身
体
障
害
者
の
方

へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
も
昨

年
度
に
続
き
増
額
し
て
実
施
し
ま
す

。

地
方
改
善
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
区
の
要
望
が
あ
り
次
第
補
正
予
算

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
農
林
地
域

改
善
事
業
は
実
施
見
込
額
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

育
所
で
は
電
算
を
利
用
し
た
栄
養
計

算
シ
ス
テ
ム
も
軌
道
に
乗
り
、
各
保

育
所
の
物
資
購
入
や
栄
養
計
算
事
務

の
効
率
化
が
進
み
ま
し
た
の
で
、
、
今

後
は
保
育
内
容
の
充
実
に
努
め
た
い

と
存
じ
ま
す

。

保
健
衛
生

本
町
は
医
療
施
設
等
非
常
に
恵
ま

れ
た
条
件
に
あ
り
、
住
民
の
健
康
へ

の
関
心
や
環
境
衛
生
意
識
は
非
常
に

高
く
、
各
種
予
防
医
療
対
策
を
推
進

す
る
ほ
か
、
本
年
度
は
食
生
活
改

善

活
動
や
礼
児
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
と

し
て
育
児
相
談
教
室
の
開
催
や
各
種

検
診
に
大
腸
が
ん
検
診
を
加
え
る
と

と
も
に
血
液
検
査
の
項
目
数
も
増
や

す
計
画
で
す
。

一
方
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
全

国
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
組

大
ゴ
ミ
及
び
不
燃
物
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
回
収
期
間
を
短
縮
す
る
と

と
も
に
大
幅
に
台
数
を
増
や
し
対
処

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
に
建
設
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化
が
進
み
、

そ
の
維
持
補
修
費
も
年
々
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
新
し
い
施
設

の
建
設
計
画
も
本
年
度
か
ら
進
め
る

予
定
で
そ
の
調
査
費
を
計
上
し
て
い

ま
す

。産
業
振
興

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
最

近
の
米
市
場
開
放
や
昨
年
の
台
風
被

害
等
に
よ
る
内
外
の
厳
し
い
状
況
を

踏
ま
え
、
中
核
農
家
の
育
成
や

生
産

性
の
高
い
農
業
の
展
開
を
図
る
と
と

も
に
、
近
代
化
の
基
盤
と
な
る
農
道

水
路
等
の
土
地
改
良
事
業
を
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
と
も
に
積
極

的
に
推
進
す
る
計
画
で
す

。

ま
た
、
平
成
三
年
度
に
農
村
地
区

の
生
活
環
境
整
備
の

一
環
と
し
て
農

村
公
園
を
設
置
し
、
本
年
度
か
ら
効

率
的
な
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、
農

村
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま
し
で
も

基
本
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た

更
に
、
地
区
の
強
い
要
望
に
よ
り

着
工
致
し
ま
し
た
上
林
地
域
は
場
整

備
事
業
は
順
調
に
工
事
が
進
捗
し
て

お
り
ま
し
て
、
今
ま
で
に
約
八
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
終
了
し
、
本
年
度
は
続

い
て
花
山
ほ
か

三
地
区
に
お
い
て
三

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す

。

国
土
調
査

昨
年
度
現
地
測

量
が
完
了
し
た
田

窪
地
区
二
・
五
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
登
記
と
見
奈
良
及
び
横
河
原
地

区

一
・
九
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

工
業
団
地

各
方
面
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り

着
工
中
の
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

重
信
町
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
用
地

取
得
が
完
了
し
、
本
年
度
は
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
造
成
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す

。

ま
た
、
進
出
を
希
望
し
て
い

る
企
業
の
選
定
も
終
わ
り
、
本
年
度

の

一
般
会
計
で
は
地
区
内
の
水
道
施

設
の
設
計
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。



ぷ、

本
町
の
高
速
交
通
時
代
の
幕
開
け

も
間
近
と
な
り
、
町
内
の
高
速
道
路

用
地
の
杭
打
ち
も
終
わ
り
、
順
次
工

事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
こ

れ
に
接
続
す
る
国
道
十

一
号
バ
イ
パ

ス
工
事
も
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
国
道
及
び
県
道
を
結
ぶ
菖

蒲
片
山
線
な
ど
の
主
要
町
道
の
拡
幅

改
良
と
各
地
域
の
生
活
関
連
道
路
の

林
業
の
振
興

の

林
業
経
営
者
の
生
産
性
の
向
上
と

経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
の
林
道

整
備
費
と
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た

、

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の
薬
剤
の
空

中
散
布
や
伐
倒
駆
除
は
引
き
続
い
て

実
施
す
る
計
画
で
す
。

次
に
、
皿
ヶ
嶺
地
区
に
お
い
て
進

め
て
お
り
ま
す
森
林
利
用
高
度
化
対

策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区

一

帯
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
更
に
山
小
屋
及
び
給
水
施

設
の
整
備
と
周
辺
の
森
林
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
既
に
そ
の
一
部
は
住

民
の
方
々
に
よ
り
森
林
ア
メ
ニ
テ
ィ

公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

t1' し

商
工
業
の
振
興

報

商
工
会
館
を
拠
点
と
し
て
地
域
の

活
性
化
を
め
ざ
し
、
商

工
会
を
中
核

と
し
た
関
係
団
体
の
育
成
強
化
に
努

め
ま
す
。

広

土
木
関
係

(3) 

改
良
舗
装
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業
を
進
め
、

高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
た
環
境
整

備
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

ま
た
、
野
田
地
区
に
お
け
る
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
本
年
度
は
区
画

道
路
等
の
整
備
を
実
施
し
、
特
別
会

計
で
区
域
内
の
道
路

、
水
路
及
び
公

園
の
整
備
事
業
並
び
に
土
地
の
整
地

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業

昨
年
度
か
ら
総
合
公
園
整
備
費
と

し
て
目
を
新
設
し
、
国
県
の
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
具
体
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
用
地
十
四
ヘ

ク
タ

ー
ル
に
つ
き
ま
し
で
も
地
権
者

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
取
得
完
了

の
予
定
で
あ
り
、
本
年
度

は
用
地
取

得
費
及
び
実
施
設
計
費
等
の
大
規
模

な
事
業
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

。

本
町
の

「

総
合
運
動
公
園
」

と
し
て

体
力
増
強
は
も
と
よ
り
住
民
の
い
こ

い
の
場
所
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す

。

消
防
関
係

消
防
力
の
強
化
と
機
動
力
向
上
の

た
め
、
消
防
蔵
置
所
を
増
設
す
る
ほ

か
年
次
計
画
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
の
購
入
を
計
画
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
防
火
水
槽
の
改
修
や
消
火
栓

及
び
ホ
ー

ス
格
納
箱
を
設
置
し
、
消

防
施
設
の
充
実
に
努
め
る
計
画
で
す

。

教
育
振
興

小
中

学
校
と
も
に
校
舎
等
の
施
設

整
備
が
完
了
し
、
県
下
に
誇
る
教
育

環
境
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
設
備

に
つ
き
ま
し
て
も

O
A

機
器
の
整
備

は
も
と
よ
り
、
重
信
中
学
校
で
昨
年

実
施
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
教
育
全
国
発

表
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
高
度
情
報

化
時
代
に
即
応
し
た
教
育
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
校
舎
等
の
建
設
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
老
朽
化
し
た
上
林
小
学

校
の
プ
l

ル
を
ア
ル
ミ
プ
ー
ル
に
改

築
す
る
計
画
で
す
。

社
会
教
育

町
民
会
館
を
拠
点
と
し
て
住
民
参

加
の
社
会
教
育
活
動
が
非
常
に
活
発

化
し
、
併
せ
て
文
化
協
会
も
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
本
年
度

は
更
に
、
ワ
ー

プ
ロ
講
座
や
ビ
デ
オ

講
座
等
の
住
民
の
ニ

l

ズ
に
合
わ
せ

た
新
規
の
講
座
も
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
分
館
活
動
の
振
興
の
た
め
、

山
之
内
公
民
館
ほ
か
四
地

区
の

施
設

改
修
費
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
集

会
所
の
建
設
に
つ
い
て
も
県
と
協
議

中
で
あ
り
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る

予
定
で
す
。

図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

蔵
書
も
六
万
冊
と
な
り
、
年
聞
の
利

用
者
数
も
五
万
人
を
突
破
す
る
な
ど

非
常
に
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
き
、

ま
た
移
動
図
書
館
や
天
体
観
測
等
の

事
業
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
更
に
、

開
館
以
来
図
書
館
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
導
入
し
て
い
ま
し
た
パ
ソ

コ

ン
は
、
蔵
書
数
の
増
加
と
利
用
者

の
方
々
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
等
の

飛
躍
的
な
増
加
に
よ
り
容
量
的
に
も

限
界
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
度

は
こ
れ
を
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
、
十

万
冊
の
処
理
能
力
と
図
書
の
検
索
等

に
対
応
し
得
る
機
種
導
入
に
よ
り
図

書
館
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る

一
方
、
昨
年
に
続
き
夏
期
の
開
館

時
間
を
延
長
し
、
余
暇
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
運
営
を
行
う
計
画
で
す
。

青
少
年
補
導
費
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
学

童
保
育
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

社
会
体
育
で
は
、
全
て
の
町
内
の

体
育
施
設
と
も
よ
く
活
用
さ
れ
て
お

り
、
住
民
の
体
力
増
強
と
健
康
増
進

に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
本
年
度

も
各
種
の
体
育
事
業
や
軽
ス
ポ
ー

ツ

の
普
及
を
進
め
る
計
画
で
す
。

特
別
会
計

ま
ず
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
で
は
、
本
年
度
は
住
宅

新
築
資
金
の
貸
付

一
件
と
地
方
債
の

償
還
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

次
に
老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、

前
年
の
実
績
を
元
に
町
内
の
老
人
数

千
八
百
七
十
七
人
に
見
合
う
医
療
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

次
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
被
保
険
者
か
社
会
保
険
へ
の
加

入
に
よ
り
、
前
年
度
の
年
間
平
均
見

込
と
比
べ
約
百
九
十
人
余
り
減
少
し
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
構
造
的
な

問
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
の

高
度
化
及
び
高
齢
化
と
合
わ
せ
、

診

療
報
酬
及
び
薬
価
基
準
等
の
改
正
に

よ
り
、
被
保
険
者

一
八
当
り
の
医
療

費
で
は
約
八
%
の
伸
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
健
康
管
理
等
の
予

防
面
に
力
を
い
れ
て
行
く
計
画
で
す
。

な
お
、
今
年
度
は
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
助
産
費
を
引
き
上
げ
る
ほ
か

葬
祭
費
も
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。次

に
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で

は
、
配
水
管
と
し
て
使
用
し
て
い
る

石
綿
管
の
老
朽
化
が
進
み
ま
し
た
の

で
水
道
管
の
敷
設
替
え
工
事
等
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か

ら
水
道
使
用
料
及
び
メ
ー

タ

ー

使
用

料
の
消
費
税
相
当
額
を
減
額
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

最
後
に
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
で
は
、
昨
年
に
続
き
、
整
地
工

事
及
び
地
区
内
の
水
道
管
敷
設
工
事

等
を
計
上
し
、
事
業
費
も
倍
増
し
ま

し
た
。近

年
は
特
に
厳
し
い
財
政
事
情
に

加
え
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
や
景
気

の
減
速
に
よ
り

全
国
的
に
税
収
の
動

向
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町

に
お
き
ま
し
て
は
健
全
財
政
の
確
保

と
的
確
な
財
政
運
用
に
よ
り
着
々
と

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
お

り
、
本
年
度
に
お
き
ま
し
で
も
多
様

化
す
る
行
政

需
要
に
対
応
し
つ
つ
、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た
「
み
ど
り

と
文
化
の
ま
ち
・
重
信
」
の
活
性
化

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
百
四
十

三
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
三
月

二
十

四
日
ま
で
の
十

三
日
間
の
会
期
で
聞

か
れ
、
平
成
四
年
度
当
初
予
算
、
平

成
三
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定

及
び

一
部
改
正
な
ど

二
十
七
議
案
が

審
議
さ
れ

、

全
議
案
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

継
続
審
査
と
な

っ

て
い
た
平
成

二
年

度
の
決
算
六
件
は
、
原
案
の
と
お
り

認
定
さ
れ
、

「
看
護
婦
確
保
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て

の
請
願
」
と

「
日

・

朝
国
交
正
常
化

の
早
期
実
現
に
関
す
る
陳
情
書
」
は

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

。

一
般
質
問
は
、
六
名
の
議
員
か
ら

町
の
活
性
化
対
策
、
高
齢
化
社
全
へ

の
対
応
、
海
外
研
修
、
庁
舎

・

保
健

セ
ン
タ

ー

建
設
、
農
林
業
の
振
興

、

ご
み
対
策
、
学
校
週
五
日
制
の
対
応

福
祉
行
政
の
推
進
な
ど
二
十
五
項
目

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

町
議
会
だ
よ
り

一一・・・・・圃-

月

平
成
四
年
度
予
算

~ 

よt

議

A
Q
一A

修。

八
十
四
億
五
千
一
一
百
万
円
を
可
決

ぷ、の~ -f し幸良広

当

初

予

算

O

一
般
会
計

予
算
総
額
五
十
億
三
千
四
百
万
円

(
対
前
年
度
比
二
十
二
、
八
%
増
)

で
、
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

。

土
地
改
良
事
業四

七
、

三
五
六
千
円

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

六
O

、

三
六
八
千
円

ほ
場
整
備
事
業
分
担
金

一
七
回
、
0
0
0

千
円

道
路
橋
梁
整
備

事
業

三
三
四
、
八
五
O
千
円

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業

九
六
、
二
二
三
千
円

土
地
区
画
整
理
事
業

三
一
二
、
四

一
二
千
円

総
合
公
園
整
備
事
業

七
七
一
二、

三
O
四
千
円

上
林
小
学
校
プ
ー

ル
建
設
事
業

九
七
、
八
七

O
千
円

O

住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
、

一
千
六
百
九
十
六
万

七
千
円
(
対
前
年
比
六
十
七
、

二
%

増
)
で
、
住
宅
新
築
資
金
の
貸
付

一

件
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

。

O

老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
額
は
、
十

二
億
五
千
九
百
三

万
七
千
円
(
対
前
年
比
十
二
、
九
%

増
)
で
す
。

O

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
額
は
、
九
億

二
千
二
百
四
十

一
万
円
(
対
前
年
比
三
、
五
%
減
)

で
す
。

O

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
、

二
億
三
百
万
四
千
円

(
対
前
年
比
十

一
、
四
%
増
)
で
、

水
道
管
の
布
設
替
工
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

O

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
十
億
千
六
百
八
十
万
円

(
対
前
年
比
百
十

一
、
四
%
増
)
で

整
地
工
事
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

。

条

改

正

例

水
源
開
発
基
金
条
例
、
社
会
福
祉

法
人
の
助
成
に
関
す
る
条
例
、
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
、
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
に
関
す
る
条
例
、

国
民
健
康
保
険
条
例
、
水
道
給
水
条

例
な
ど
十
四
件
の
粂
例
の
制
定
あ
る

い
は

一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
に
よ
り
農
業
委
員
、
教
育
委

員
、
消
防
団
員
な
ど
の
報
酬
の
引
き

上
げ
と
、
助
産
費

・

葬
祭
費
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

ま
た
、
水
道
料
金
は
、
消
費
税
相

当
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

。

O

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

固
定
資
産
評
価
員
に
渡
部
博
明
氏

(
六
七
)
l
西
岡
l

を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た

。

O

暴
力
団
の
根
絶
対
策
の
推
進
決
議

議
員
提
案
に
よ
る
暴
力
団
根
絶
対

策
の
推
進
決
議
が
、
全
員

一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
図
表



(5) 広報しげのぶ

性質別経費の図表平成 4 年度会計別予算
(単位:千円)

前年度対比会計JlIJ 本年度 前年度 J:t 事責 合計上七 繰入金 繰出金% o〆~

自生 会 百十 5,034 ,000 4, 101 ,000 933 ,000 22.8 59.6 362 ,390 144 ,696 

住貸付宅事新業築特資別金会等計 16 ,967 10 ,145 6 ,822 67.2 0.2 276 

老人保健特別会計 1,259 ,037 1,115 ,302 143 ,735 12.9 14.9 67 ,946 

国民健康左込保険
特別J ~ lí十 922 ,410 955 ,502 ム 33 ， 092 ム 3.5 10.9 62 ,010 

特簡易別水道会事業計 203 ,004 182 ,288 20 ,716 11.4 2.4 21 ,670 

土地区画楚￡理込事業
特 MIJ 五 百十 1,016 ,800 481 ,010 535 ,790 111.4 12.0 

ぷr入s 8 ,452 ,218 6 ,845 ,247 1,606 ,971 23.5 100.0 

〔歳入〕
平成 4 年度一般会計歳入歳出予算額

(単位・千円)

Z次 本年度予算箱 前年度予算傾 11 車交 合計比%
同I 税 1,375 ,655 1 , 191 , 763 183 ,892 27.3 

2 I也 方 自裳 tj. 税 105 ,551 55 ,934 49 ,617 2.1 

3 手IJ 子 害I J 交 f寸 金 100 ,096 25 ,200 74 ,896 2.0 

4 ゴルフ場利用税交付金 30 ,686 30 , 474 212 0.6 

5 特別地方消費税交付金 10 。 10 

6 自動車取得税交付金 38 , 110 35 ,625 2 ,485 0.8 

7 固有提供施設等所在市町村助成交付金 1 ,090 1 ,090 。

8 I也 方 交 付 税 1 ,450 ,000 1 ,350 ,000 100 ,000 28.8 

9 交通安全対策特別交付金 2 ,500 1 , 413 1 ,087 

10 分 1.13. 金 及 ぴ 負 m 金 246 ,687 254 ,007 ム 7 ,320 4.9 

11 使 用 半ヰ 及 ぴ 手 数 手ヰ 76 ,531 73 ,638 2 ,893 1.5 

12 国 庫 支 ;臼 金 516 , 431 420 ,007 96 ,424 10.3 

13 県 支 出 金 270 ,561 287 ,798 ム 17 ， 237 5.4 

14 財 l童 JIll. 入 76 ,868 86 ,373 ム 9 ,505 1.5 

15 寄 付 金 2 ,733 6 ,805 ム 4 ,072 0.1 

16 繰 入 金 362 ,390 107 ,087 255 ,303 7.2 

17 繰 越 金 70 ,833 50 , 130 20 ,703 1.4 

18 !.有 ~ll. 人 58 ,768 53 ,856 4 ,912 1.2 

19 PlT 債 248 ,500 69 ,800 178 ,700 4.9 

歳 人 メZコ3、 5 ,034 ,000 4 , 101 ,000 933 ,000 100.0 

〔歳出〕 (単位:千円)

本年度予算額の財源内訳

主人 本年度予算官民 前年度予算傾 lt 車交 合計比% 特定財源
一般財源

国県支出金地方債その他

i殺 % ミ 1主 94 ,426 86 ,909 7 ,517 1.9 94 ,426 

2 .t1? 務 資 556 ,598 557 , 119 ム 521 11.1 34 ,540 76 ,583 445 ,475 

3 民 生 資 565 ,746 590 ,049 ム 24 ， 303 14.4 170 ,788 74 ,899 320 ,059 

4 衛 生 1量 255 , 14 1 183 ,675 71 ,466 5.1 18 ,874 9 ,547 226 ,720 

6 農林水産業費 601 ,331 711 ,277 ム 109 ， 946 11. 9 125 , 138 9 ,400 180 ,556 286 ,237 

7 商 工 Eを 8 ,043 7 ,868 175 2.2 8 ,043 

B 土 木 1主 1 ,646 ,973 701 ,483 945 ,490 32.7 413 ,805 227 ,900 347 ,343 657 ,925 

9 i向 |坊 費 226 ,514 226 ,517 ム 3 4.5 11 ,991 222 214 ,301 

10 教 育 'tU 632 ,800 622 ,832 9 ,968 12.6 13 ,51 6 11 ,200 13 ,521 594 ,563 

11 災 害復 旧費 220 220 。 220 

12 公 {責 費 444 ,208 411 ,051 33 , 157 8.8 96 ,383 347 ,825 

1 3 予 も首 費 2 ,000 2 ,000 。 2 ,000 

歳 H'. -e、 百十 5 ,034 ,000 4 , 101 ,000 I 933 ,000 100.0 788 ,652 248 ,500 799 ,054 3 , 197 ,794 
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国

年

金

民

J~、

二
十
歳
か
ら
の
国
民
年
金

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

の

日
本
に
住
ん
で
い
る

二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
は

、

す
べ
て
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
職
業
な
ど
に
よ
り
三
種
類
の

被
保
険
者
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

公
第

一
号
被
保
険
者

学
生

農
業
、
漁
業
等
自
営
業
の
人

女
第
二
号
被
保
険
者

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
O
L

、
公
務
員

等
で
会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人

会
第
三
号
被
保
険
者

第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る

配
偶
者

こ
の
う
ち
第

一
号
被
保
険
者
と
第

三
号
被
保
険
者
は
、
ご
本
人
が
加
入

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
が

遅
れ
た
場
合
や
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
場
合
に
、
老
齢
基
礎
年
金
は
も

ち
ろ
ん
、
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
や

亡
く
な

っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く

家
族
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
住

民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町
村
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
が

、

'1' し幸良広

学
生
の
方
で
親
か
ら
離
れ
下
宿
し
て

い
る
等
の
場
合
で
住
民
票
を
居
住
地

に
移
し
て
い
な
い
と
き
は
、
家
族
に

連
絡
し
て
国
民
年
金
の
加
入
の
手
続

き
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
権
者
が

死
t
し
た
と
き
は

速
や
か
に
届
出
を

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
受

給
権
者
が
、
死
亡
さ
れ
た
場
合、

遺

族
の
方
は
「

年
金
受
給
権
者
死
亡
届
L

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
死
亡
し
た
月
ま
で
は
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
届
け
出
が
遅
れ
る

と
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

後
で
遺
族
の
方
か
ら
返
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

届
出
先
は
次
の
と
お
り
で
す

。

①
国
民
年
金
の
受
給
権
者

市
町
村
役
場
へ

②
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
受

給
権
者

社
会
保
険
事
務
所
へ

年
金
を
二
つ
以
上
受
け
て
い
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届
け
出

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
加
給
年
金
額
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
も
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
町
役
場
の
国
民
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
世
帯
主
が
十
四
日
以
内
に
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
家
族

に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
届
け

て
下
さ
い
。

国
保
か
ら
脱
退
す
る
日

国
保
の

①
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日

②
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日

の
翌
日

③
死
亡
し
た
日
の
翌
日

④
生
活
保
護
を
う
け
は
じ
め
た
日

加
入
と
届
出

国
保
に
加
入
す
る
日

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
と
き
、

医
療
費
の

一
部
(
三
割
ま
た
は

二
割
)

を
支
払
う
だ
け
で
済
む
国
民
健
康
保

険
制
度
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な
制
度
で
す

。

国
保
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
届
出

①
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

口
u

②
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
日
の

翌
日

③
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日

④
生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
日

国
保
の
届
出
先
お
よ
び
お
問
い
合

わ
せ
は
、
住
民
課
・
国
保
係

へ

こんなとき 手続きに必要なもの

-他の市町村から転入してきたとき 印かん、他市区町村の転出証明書

国 印かん、職場の健康保険をや
保 -職場の健康保険をやめたとき

めた証明書

lま
-職場の健康保険の被扶養者からはずれ 印かん、被扶養者になれない

し、

る
たとき 型自の証明書

と
- 子供が生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳き

- 生活保護を受けなくな っ たとき 印かん、保護廃止決定通知書

- 1也の市町村に転出するとき 印かん、保険証

国 -職場の健康保険にはし、 っ たとき 印かん、国保と職場の健康保
保 険の両方の保険証(後者が未
を -職場の健康保険の被扶養者になったと 交付のときは加入したことを
や

き 証明するもの)
め
る

- 国保の被保険者が死亡したとき 印かん、保険証と
き

正/lかん、保険証、保護開始決
- ~Ei舌保護を受けるようにな っ たとき

定通知書

-退職者医療制度の対象になったとき 印かん 、 保険証、 年金証書

- 町内で住所が変わったとき

エを
-世帯主や氏名が変わ っ たとき 印かん、保険証

の
- 世帯干を分けたり、し、 っ しょにしたとき

他

-保険証をなくしたとき(あるいは汚れ
印かん、本人であることを証

明するもの(使えなくなった
て{吏えなくな っ たとき)

保険証)



(7) 広報 しげの ぶ

健 康 相 日炎 粗大ごみ回収(4 月 28 日)のお知らせ
毎月、各地区公民館で健康相談を実施しています。 4 月 28 日(刈は組大ごみ回収日です。

(除く 7 月 ・ 8 月・ 12 月) 下記のことに留意し指定場所へ出して下さい。

血圧測定に限らず、日頃健康について疑問に思っ
回収時間

ている事や、病気のことで不安に感じている事など
回収日の午前10時まで

の相談に応じています。
(回収日以外の日には出きないで下さい。)

皆さんおさそいあわせの k、おこし下さい。

回収する粗大ごみ

〈対象〉 テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、 ミシン、べ

住民 ッド、机、イス、家具、ふとん、 じゅうたん等。

〈担当者〉 (その他のものについては事前に厚生課へお問い

保健婦・衛生委員 合わせ下さい。)

〈料金〉
注意事項

無料
一般ごみ、不燃物(カン ・ビ ン類)は従来通り

〈持参品〉
の日程で回収しますので、粗大ごみの回収には出

健康手帳(当日発行可)
きないで下さい。

〈内容〉
ゴム製品 ・ ビニール等(うすいアゼシート・ハ

血圧測定 ・ 健康相談等
ウス用ビニールシー ト)などの産業廃棄物及び事

〈日程・場所〉
業所からの排出はお断り します。

別表のとおり
粗大ごみの中にはまだまだ利用できると思われ

測定日 H寺 間 J蒜 所 るものがたくさんあります。出す前にもう 一度利

9 : 00-9 : 30 樋口公民館 用できないか4在認しましょう。

9 : 40-10 : 40 横河原公民館 粗大ごみ回収場所

毎月 10: 50-11 : 20 志津 川公民館 I也 区 場 所

第4 月曜日 13 : 10-13 : 40 西岡公民館
山 之 内 荒木谷ノ〈ス停

f逼 口 公民館西側
13 : 50-14 : 30 見奈良公民館 横 河 )京 本松

14 : 40-15 : 40 田 窪 公民館 =ヒ j掌 ) 11 
志i幸) 11 グフンド

'じA、 八反地墓地南東側

15 : 50-16 : 20 田窪団地公民館 西 |司
公民館
池ノ下公民館

9 : 00-9 : 30 堀池公民館 見 ズ小ミ 良 公民館

9 : 40-10 : 30 牛法IJ 公民館 田 窪 集荷場
田 窪 団 士也 遊園地削

10 : 40 -11 : 00 南野田公民館 公民館
毎月 牛 沸l

堀池公民館11 : 10-11 : 40 北野田公民館
第4 火曜日 牛測 団 I也 ポンプ室横

13: 10-13 : 40 新村公民館 播磨台団地 公民館南側

14 : 00-14 : 20 播磨台団地公民館 上樋 団 土也
牛沸l団地駅
北東入口

14: 40-15 : 10 牛 j芸IJ 団地集会所 南 野 田
野田集荷場

15 : 30-16 : 00 八反地公民館 ヰヒ 野 田
北野台団地 集会所横

9 : 00-9 : 30 上林公民館 新 村 農協支所南側

9:40-10:10 F 林集会所 上 林
おんじ橋
蔵置所横

毎月 10 : 20 -11 : 00 上村公民館 下 中本 下林集会所

上 キす 農協支所北側
第 4 水曜日 13 : 10-13 : 30 北野台団地公民館

13 : 45-14 : 10 上樋団地公民館 粗大ごみ回収日の変更のお知らせ
14 : 40 -15 : 00 山之内荒木谷 平成 4年度から粗大ごみの回収日が次のよう

15 : 10-15 : 30 山之内井口公民館 に変更します。

毎月第 1 月曜日 13:00-14:00 PIT 民 iエhミh 館
4 月・ 6 月・ 8 月・ 10月・ 12月・ 2 月(偶数

月)の28 日



報広 (8) 

• 
不
燃
物

ご
み

ぶ

日
曜
日
、
祝
日
、

地
方
祭
、
節
句
、

お
盆
、
年
末
、
年
始
は
ご
み
回
収
を

し
ま
せ
ん
か
ら
ご
み
を
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ビ

ニ
ー
ル
袋
ま
た
は
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

。

最
近

、

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

指
定
日
、
指
定
場
所
以
外
に
ご
み

を
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い

ご
み
は
き
ち
ん
と
区
別
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

-,' 
、-

回

収

み

①
 
回
収
日

の,-y 

月
・
木
曜
日

↓
樋
口
、

志
津
川
、
西
岡

火
・
金
曜
日
↓

田
窪
の

一
部
(
柳

屋
酒
店
1

森
川
商
店
問
よ
り
西
)

牛
湖
、
南
野
田
、
北
野
田
、
新
村
、

北
野
台
団

地
、
播
磨
台
団

地

水
・
土
曜
日

↓
見
奈
良
、
下
林
、

上
林
、
上
村
、
田
窪
団

地
、
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
、
田
窪
(

柳
屋
酒
店

1

森
川
商
店
間
よ
り
東
)

横
河
原
、

し

② 

ご
み
を
出
す
時
間

回
収
日
の
午
前
八
時
ま
で

③ 

注
意
事
項

• 
粗
大
ご
み
回
収
に
つ
い
て

ご
み
以
外
(
ガ
ラ
ス
、
刃
物
、
瀬

戸
物
等
)
の
も
の
を
一
緒
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

④ 

ご
み
回
収
の
申
込
先

厚
生
課

へ
印
鑑
持
参
の
上
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤ 

料
金

日日
グ〉グ〉

排排
出出
量量
十卜
五五
kg kg 
以以
上下
有無
料料

不
燃
物
回
収

①
 
回
収
日

毎
月
十
日

・

二

十
五
日

② 

回
収
時
間

正
午
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
間
に

荷
造
り
し
て
所
定
の
場
所
に
山
し
て

く
だ
さ
い
。

③ 

回
収
す
る
不
燃
物

ガ
ラ
ス
・

ビ
ン
類
・

金
物
類

・

プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル

等
。営

業
用
の
不
燃
物
は
回
収
し

ま
せ

ん
。

④ 

注
意
事
項

不
燃
物
の
中
に
ご
み
類
を
絶
対
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。

う
す
い
ア
ゼ
シ
l

卜

及
び
ハ
ウ
ス

用
ビ
ニ
ー

ル
シ
l

卜

は
回
収
し
ま
せ

ん
。ダ

ン
ボ
ー

ル
箱
等
に
入
れ
て
不
燃

物
が
出
な
い
よ
う
固
く
荷
造
り
し
て

く
だ
さ
い
。

〈定
だの固
さ場収
い所目
。 以以

外外
のの
所日
にに
出出
さし
なた
いり
で所

⑤ 

回
収
場
所

-
北
吉
井
地
区

山

之
内
公
民
館
↓
岡
え
ん
堤
↓
荒
木

谷
バ
ス
停
↓
除
ケ
↓

井
口
公
民
館
↓

菖
蒲
瓦
屋
下
手
↓
樋
口
高
曽
渡
↓
横

河
原
公
民
館
↓
横
河
原

二
本
松
↓
横

河
原
愛
媛
新
開
店
横
↓
樋
口
オ
タ
ビ

↓

志
津
川
皇
大
神
宮
境
内
↓
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
↓
志
津
川
集
会
所
↓

池
田
商
店
北
側
↓
八
反

地
墓
地
南
東

側
↓
志
津
川
団
地
ス
ト
ア
ー
西
↓
西

岡
集
会
所
↓
西
岡
奥
村
商
店
前
↓
池

ノ
下
公
民
館
↓
播
磨
台
団
地
公
民
館

南
側

青年海外協力隊募集説明会

18時-21時

18A寺 -21ß寺

マ場所:新居浜市民福祉会館

(新居浜市繁本町8-65)

マ 日時 : 4 月 24 日恰) ・ 5 月 20 日 (水)

マ場所愛媛県国際交流センター

(松山市堀之内 8 番地)

新居浜会場

マ 日時 : 5 月 21 日 (木)

松山会場

マ内容: 派遣のシス テムや待遇等について詳しく

説明します。 また、隊員OB ・ OGの体

験発表もあります。入場料、予約等は一

切不要です。気軽にどうぞ。

宮0878-33-0901

マ問い合わせ先:

国際協力事業団四国支部

愛媛県国際交流課

障害を持つ方々への
職業準備訓練・職業講習

受講のご案内
。職業準備訓練

簡単な作業を通じて、基本的な労働習慣を身につけて

項き、就職の促進と職場への適応を援助しています。

O対象者
就職を希望している障害者(主に療育手帳所持者)
( 1 凶 6 人対象)

。訓練期間

8 週間(年 4 回)

。職業講習 (0 A 講習 )
職業生活に必要な知識や技能等を習得して、職域の拡
大等を図るため、ワ ープロの操作技能を習得して項き

ます。

。対象者

主として、就職の目標を持つ上肢 ・ 下肢に障害のある
脳性ま ひの方や視覚障害の方等。( 1 凹 2-3人対象)

。訓練期間

4 週間(視覚障害者は 6 週間) (年 6 回)

詳しくは、 愛媛障害者職業センター(包21-1213) へ。 宮0899-43ー 1207



ぶ

-

拝
志
地
区

上
林
(
お
ん
じ
橋
)
↓
上
林
中
筋
集

荷
場
↓
上
林
蔵
置
所
横
↓
二
ノ
瀬
パ

ス
停
↓
八
幡
公
民
館
↓
横
根
公
民
館

↓
五
反
地
公
民
館
↓
下
林
集
会
所
↓

宮
ノ
段
集
会
所
↓
西
ノ
谷
公
民
館
↓

農
協
上
村
支
所
北
側

-

南
吉
井

地
区

の

見
奈
良
公
民
館
↓
刑
務
所
官
舎
↓
田

窪
団
地
遊
園
地
前
↓
田
窪
隻
手
薬
師

寺
北
側
↓
田
窪
集
荷
場
↓
堀
池
公
民

館
↓
牛
測
団
地
四
棟
南
↓
牛
洲
団
地

六
棟
南
↓
牛
測
団
地
三
十
四
棟
北
↓

愛
媛
銀
行
重
信
支
店
南
側
↓
牛
測
集

荷
場
↓
浮
島
神
社
西
北
側
↓
北
野
台

団
地
↓
野
田
集
荷
場
↓
大
湧
泉
横
↓

新
村
公
民
館

'-1' しn
w仙

寺
干広

使
用
済
乾
電
池
田
収

各
公
民
館
、
集
会
所
に
回
収
容
器

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

(9) 

粗
大
ご
み
回
収

①
 
回
収
日

四
月

・

六
月
・

八
月

十
月
・

十
二
月
・

二
月

偶
数
月
の
二
十
八
日

② 

回
収
時
間

回
収
日
の
午
前
十
時
ま
で

③ 

回
収
す
る
粗
大
ご
み

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫

・

洗
た
く
機
・

自
転
車
・

ミ
シ
ン
・
ベ
ッ
ド

・

机
・

イ
ス

・

家
具
・

ふ
と
ん

・

じ
ゅ
う
た

ん
等そ

の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
事
前

に
厚
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
F

さ
い

。

④ 

注
意
事
項

一
般
ご
み
・
不
燃
物
(
カ
ン
・
ビ

ン
類
)
は
従
来
通
り
前
記
の
日
程
で

回
収
し
ま
す
の
で
、
粗
大
ご
み
回
収

日
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

ゴ
ム
製
品

・
ビ

ニ
ー
ル
等
(
う
す

い
ア
ゼ
シ
l

ト

・
ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
)

な
ど
の
産
業
廃
棄
物
及

び
、
事
業
所
か
ら
の
排
出
は
聞
く
お

断
り
し
ま
す

。

粗
大
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
利

用
で
き
る
と
忠
わ
れ
る
も
の
が
たく

さ
ん
見
ら
れ
ま
す

。

排
出
す
る
前
に

も
う

一
度
利
用
で
き
る
か
確
認
し
ま

'
l
vト
&
よ
J
o

⑤ 

粗
大
ご
み
回
収
場
所

仁 ド 」て 新 ~t 北 南 」二 播 牛 牛 出問 見凶 ，ゴuご、 横樋 山:l:t!山l 
野 樋 磨 挟IJ 窪
台野野

団
,EL3 A 

団 団
1小z i章 i可 之

団 団
区十す 中本 林 十す 地 回回 t血 I也 地 沸l 地 窪 良 問 )11 原 口内

農 下 l苗お 農 集 野 北牛 yふ、」、i ポ堀公遊 集荷 1入A i也公 八志 1子A、 荒
•fJ, 林 置ん 1潟 ~ コミ 回 束尚1 民 ン i也民 園 民 ノ民反 i掌 本 民 木
~ι a 集所じ 支所 集 入団 E官 フ。 公館地 t易館下館 1也 ) 11 松 館 谷場
所 ~ 三 横橋所横 荷 口地 南 室 民 円IJ 7ふ}、 墓グ 西 ノ f

北 所 南 士易・ 駅 傾IJ 検 官官 民 地ラ fP,IJ ス
fP'1J 保IJ 館 南ン f亭 所

東ド
倶IJ

請求期限が迫っています
(3) 戦没者と生計を共にしていた ①父母 ②孫 ③ 

祖父母 ④兄弟姉妹(婚姻、養子縁組により、平成

元年 4 月 1 日 に氏が変わっている方は除かれます。)

(4) (3)以外の ①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

(5) その他の三親等内の親族(戦没者死亡まで引き続

いて l 年以上生計を共にしていた方に限ります。)

但し、今までに特別弔慰金を請求された方及び同順

位の遺族として請求に同意された方は、受けることが

できません

5 請求の期限
平成 4年 6 月 27 日

期限までに請求しませんと受給できなくなりますか

らこ'注意ください。

6 受付窓口
居住地の市町村の援護担当係

なお 、 支給条件、支給順位など詳 しいことは下記にご

相談くださし、

女市町村の援護担当課

*愛媛県県民福祉部高齢者福祉課金(0899)41-2111 (内線2535)

戦没者の遺族の方に特別弔慰金が支給されることをご
存じですか?

支給の目的

特別弔慰金は、国があらためて戦没者の遺族に対し

て、弔慰の意を表すために支給されるものです。

2 支給の方法
戦没者 l 人に対して、紙面 1 8万円の国債で支給され、

平成 2 年から平成 7 年までの 6 年間にわたって毎年 3

h円ずつ償還されます。

3 支給の条件

特別市慰金を受けることができるのは、満州事変 (昭

和 6 年 9 月 18 日)以後の戦没者の遺族のうち、昭和60

年 4 月 l 臼から平成元年 3 月 31 日までの聞に、公務扶

助料、遺族年金等を受ける方がいなくなった場合です。

4 支給の対象者
特別弔慰金を受けることができるのは、 主と して次

に記載された遺族のうち、次の)1頃序に従っ て最も)1阿:立

が先の方お I 人に限ります。

(1) 平成元年 4 月 1 日までに弔慰金を受けた方

(2) 戦没者の子

戦没者の遺族の皆さんへ
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し、

おミ

子
宮
け

ぷ、

子宮けいがん・乳がん検診日程表

実 施日 土品 所

6 月 4 日 南吉井小体育館

6 月 11 日 重信町民会館

6 月 12 日 重信町民会館

6 月 15 日 北吉井小体育館

6 月 17 日 上林公民館

7 月 3 日 南吉井小体育館

7 月 7 日 重信町民会館

7 月 15 日 下林集会所

7 月 31 日 北吉井小体育館

11 月 13 日 重信町民会館

子
宮
け
い
が
ん
検
診
は
、
が
ん
を

早
期
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
は
、
触
診
で
行
、.
7検

診
で
す
。

平
成
四
年
度
の
子
宮
け
い
が
ん
、

礼
が
ん
検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
時
か
ら
定

期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
が
ん
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
方
も
気
軽
に
検
診
を
受

け
て
下
さ
い
。

の

日
程
・
場
所

別
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後

一
時
l

二
時

料
金子

宮
顕
が
ん
検
診

本
人
負
担
・

四
O
O
円

(
町
負
担
・
二
、
六
七
O
円
) ん

乳
が
ん
検
診

• 
礼
が
ん
検
診

本
人
負
担

・

持
参
品

。
健
康
調
査
票

(
申
し
込
ま
れ
た
方

へ
事
前
に
送
付
し
ま
す
。
)

。
パ
ス
タ

オ
ル
(
礼
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
る
方
の
み

)

申
し
込
み
方
法

各
組
回
覧
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

組
に
入
っ
て
い
な
い
方
は
、
地
区

衛
生
委
員
、
又
は
役
場
保
健
婦
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

宮
六
四
l

二
O
O

一

申
し
込
み
期
限

五
月
十
五
日
(
金

)
一
O
O
円

(
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
、
広
報
六
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。
)

第35回町民大運動会

4 月 1 9 日(日)
(雨天時は 4 月 26 日)

場所重信中学校グランド

みんなで、参加しましょう。

ポリオ生ワクチン投与のお知らせ
ポリオは、ポリオウイルスによっておこる病気で、別

名 「小児麻療」 と呼ばれています。主に小児に発生し、

ときに手足の運動麻療をおこします。

ポリオ生ワクチンは、口から飲む予防接種で、効果を

高めるため、下痢を していない事が大切です。

今回、下記のとおり実施致します。詳細は、役場・保

健婦までご連絡下さい。 宮64-2001

投与方法 6 週間以上の間隔をあけて 2 回経口投与します

女す 象 重信町に住民票があ り、以下に該当する児
( 1 回 目 ) H3年7 月 1 日 -H4年1 月 3 1 日 生まれの児
( 2 回目) H3年2 月 1 日一 H3年6 月 30 日生まれの児
及び 4 才未満の未投与児

日 時 平成 4 年 5 月 14 日嗣午後 2 時-3 時

士蕩 所 重信町民会館

持参品 母子手帳印鑑

注意事項 0 母子手帳の提示のない場合は予防接種を rÿ~、ま

せん。必ず母子子帳をご持参下さい。
0 当 日のお畳の体温を測ってきて下さい。

その他 次回は平成 4 年10月 22 日です。

町
営
志
津
川
墓
園

未
使
用
区
画
の

使
用
開
始
に
つ
い
て

重
信
町
営
志
津
川
墓
園
で
は
平
成

四
年
四
月

一
日
よ
り
未
使
用
区
画

(
計
一
二
O
区
画
)
を
使
用
開
始
し

ま
す
。
永
代
使
用
希
望
の
方
は
厚
生

課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

場
所温

泉
郡
重
信
町
大
字
志
津
川
乙
二

三
七
番
地

一

区
画
面
積

i
)

一
二、

一
二耐

(
2
m
×
ぶ

m
)

永
代
使
用
料

二
二
O

、

0
0
0

円

そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
は
、

厚
生
課
ま
で

宮
六
四
1

ニ
O
O

一

役
場

内
線
二
五
四

人
権
擁
護
委
員
に

岩
本
氏
再
任
/

三
月

一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
が
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

不
当
な
差
別
や
い
や
が
ら
せ
な
ど

で
お
凶
り
の
方
は
、
御
遠
慮
な
く
御

相
談
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

岩
本
義

1専

バ
寸
押
伊
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障害者タクシー運賃割引制度
新制度として、「陣害者タクシー運賃割引制度」が3 月 1

日より開始されています。利用方法等は次のとおりです。
1 .割引を受けられる方
0身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けたすべ
ての方。

0介護者についても、障害者の方と 同一区間を乗車す
る場合に限り、 1 害IJの割引が受け られます。

2. 利用方法

0 タクシ一利用時に、身体障害者手帳または療育手帳
を呈示のうえ 、「障害者タクシー運賃割引申込書」 に
所定の事項を記入して、乗務員に提出して下さい。
(記入困難な方は釆務員に申し出てください。)

0 手帳の呈示のみで割引申込書:の提出がない場合は、

割引を受けられません。

3. 割引申込書はどこに?
0 県地方局保護課

0市町村役場福祉担当課 (本町は厚生課)
0 身体障害者 ・ 精神薄弱者各団体事務局
0 各タクシー会社

0愛媛県ハイヤー ・ タクシー協会

4. お問い合わせ先
愛嵯県ハイヤー・ タクシー協会

重信町重度障害者
タクシ一利用助成.グ

重信町では重度陣害者がタクシー ・ハイヤーを利用す

る場合に、その利用料金につき、次のとおり 助成を行 っ

ています。 新制度の障害者タクシー運賃割引制度と仰せ

てご利用くださし、。

1. 助成を受けられる方

0 身体障害者手帳一級~三級の方
0療育手帳A級 ・ B 級の方

2. 利用方法

0利用I回につき 440円を年間24回まで受けることがで

きます。
o 利用時に、利用券l枚と 440円を除した金額を乗務員

に i度します。

3. 助成額

l 巨l 当り 440円

4. 助成券はどこに?
o 1 回につき助成券12枚綴りを 1 ilft交付し、 年間 2 ilft 
まで交付を受けるこ とができます。

0 助成券は、役場厚生課でお波ししますが、

手帳と印鑑が必要です。
0 古い助成券は返還してくださ L 、 。

その際、

年間 24悶

n41-7481 
5. お問い合わせ先

役場厚生課 n64-2001 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

在
宅
で
老
人
を
介
護
し
て
い
る
方

が
、

一
時
的
に
ま
た
は
緊
急
的
に
そ

の
老
人
を
家
庭
で
介
護
で
き
な
く
な

っ

た
場
合
、
次
の
と
お
り
特
別
養
護

老
人
ホ
l

ム
で
短
期
保
護
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

一
、
対
象
と
す
る
老
人

町
内
在
住
の
概
ね
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
で
、
常
時
介
護
を
要
す
る

状
態
に
あ
り
、

一
時
的
に
ま
た
は

緊
急
的
に
家
庭
で
介
護
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
。

二
、
短
期
保
護
期
間

一
週
間
を
単
位
と
し
、
最
大
二
週

間
を
原
則
と
し
ま
す

。

三
、
利
用
者
負
担
金

一
日

当
り

一
九
七
O
円
を
利
用
日

数
に
応
じ
て
施
設
へ
支
払
い
ま
す
。

(
今
後
、
法
に
よ
る
利
用
料
金
の

改
定
の
場
合
は
そ

の
改
定
額
。)

四
、
利
用
施
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

愛
寿
荘

ガ
リ
ラ
ヤ
荘

白
寿
荘

第
二
権
現
荘

五
、
利
用
申
込
先

役
場
厚
生
課

包
六
四
l

二
O
O

一

独
居
老
人

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

本
年
四
月
か

ら
、
独
居
老
人
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
新
設
し
ま
す

。

こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
独
居
老
人
の

緊
急
時
に
電
話
回
線
を
通
じ
て
、

響

備
保
障
会
社
へ
異
常
信
号
を
送
信
し
、

独
居
老
人
の
「
安
全
と
安

心
感
」
を

確
保
す
る
も
の
で
す

。

一
、
対
象
者

町
内
在
住
の
概
ね
六
十
五
歳
以
上

の
独
居
老
人
で
、

電
話
を
有
し
て

い
る
方

。

た
だ
し
、
親
族
扶
養
義

務
者
が
町
内
に
在
住
し

、

安
否
確

認
が
可
能
な
方
を
除
き
ま
す
。

二
、
設
置
機
器

通
報
用
装
置

非
常
ボ
タ
ン

非
常
ボ
タ
ン

(
貸
与
)

(発
信
器
)

(
固
定
式
)

(
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
)

三
、
機
器
使
用
料

所
得
税
非
課
税
世
帯
は
無
料

。

所
得
税
課
税
世
帯
は
、
税
額
に
応

じ
て
、

三
二
六
O
円
か
ら

三
O
九

0
0
円
を

自
己
負
担
。

四
、
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
厚
生
課

岱
六
回
l

ニ
O
O

一

日
常
生
活
用
具
の

貸
与
に
つ
い
て

重
信
町
で
は
、
在
宅
で
老
人
を
介

護
さ
れ
て
い

る
場
合
に
、
介
護
支
援

の

一
環
と
し
て
、
次
の
日
常
生
活
用

具
を
貸
与
し
ま
す

。

必
要
な
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

一
、
貸
与
す
る
品
目

。

特
殊
寝
台
(
介
護
用
ベ
ッ
ド
)

エ
ア
1

パ
ッ
ト
(
床
ず
れ
防
止

器
具
)

O

歩
行
器
(
室
内
歩
行
用
補
助具
)

O

車
椅
子

(手
押
し
)

O

火
災
警
報
器

0

自
動
消
火
器

ニ
、
貸
与
料

無
料

三
、
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
厚
生
課

岱
六
四
l

二
O
O

一
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平
成
四
年

消
防
出
初

式

の

叩阻I白.....:: 

平
成
四
年
川
内
町
・
重
信
町
消
防

出
初
式
が
三
月

一
日

川
内
中

学
校
グ

ラ

ン
ド

で
、
両
町
消
防
団
員
な
ど
約

九
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ぷ、

消
相 防
斤

原 長
官
表
彰

捷

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
功績
章
)

津

川

義

げ

明

し

池 精
績

川 章

勝

司

幸良

," j ‘ 

広

;;" 

週! ?

愛
媛
県
知
事
表
彰

(
功労
章
)

和
田
彰

三

相
原

{変

勤
続
章

)

加
藤

哲
信

掛
水

昇

相
原
宏
徳

山
内
数
延

野
首
閤
虞

小 大坂恒
山北 本 岡

呂正洋豊
文明 蔵 明

, 

(
内
助
の
功
労
者

井
門
美
智
子

愛
媛
県
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

黒
河

新
悟

岡
本
泰
典

佐
伯
信

一
郎
弁

門

孝
徳

大
川

正
敏

岡
田

武
範

山
内
均
越

智
昭
夫

武
智
信

一

重
信
町
長
表
彰

片
虫
昌

二

窪
田
健

二

吉
岡

茂
夫

上
岡

秀
敏

池
田

隆
太

渡
部

明
徳

山
中

茂
三

中
川

秀
孝

高
須
賀
寛

山

内
岩
雄

上
回
喜
代
治

野
中

孝
三

高
須
賀
隆

渡
部

一
男

恒
岡

茂
文

堀
内

晃

山
内

公

一

大
西
良

也

大
西
栄

幸

明
賀
豊
文

高
市

圭
二

森
泰
生

伊
東

純
朗

越
智

高
徳

高
須
賀
誠

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一、

i
J
T
I
l
l
b
E
L

で
も

、

い
ま
こ
の
辺
り
で
は
雁
一

民
町
民
忌
岩
淵
緬
圃
園
風
呂
の
習
慣
は
な
く

、

雁
が
落
と

一

h
w
M

し必
麗
し
た
小
枝
を
見
る
こ
と
も
な
い

。

口

一

月
副
司

1
4
1
4

マ
ン
チ
ッ
ク
な
文
芸
伝
説
。
(
青
一

俳
句
の
春
の
季
語
初
一
つ
で
す

。

森
県
百
科
事
典
)
の
よ
う
で
す

。

…

旅
の
途
中
で
死
ん
だ
雁
を
供
養
す
そ
れ
に
し
て
も

、

雁
の
長
い
旅
の
一

る
た
め
に
、
海
岸
で
此
一
昨
を
わ
か
厳
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
話
で
す

。

一

す
と
い
う
風
習
の
よ
う
で
す

。

一
方、

わ
た
し
た
ち
も
春
に
な

一

秋
に
北
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
雁
る
と
活
動
が
活
発
に
な
り

、

交
通
一

が
、

海
上
で
羽
を
休
め
る
た
め
に、

事
故
が
心
配
で
す

。

四
月
六
1

十

一

く
わ
え
て
き
た
小
枝
を
海
岸
ま
で
五
日
ま
で
、
恒
例
の
「
春
の
全
国

一

き
て
捨
て

、

そ
し
て
、
春
に

E
E
・
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ

一

ま
た
北
へ
向
か
っ
て
旅
立
つ
圃
・
・
・
ま
す

。

一

と
き
に

、

そ
の
枝
を
拾
っ
て
ヨ
司
・
・
今
年
の
重
点
目
標
は
、

シ
一

い
く

と
い
い
ま
す

。

雁
が
去
剥
・
l

卜

ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

、

一

っ
た
あ
と
に
小
枝
が
取
り
残
昨
臥
幽
・
・
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
一

さ
れ
て
い
る
の
は

、

途
中
で
一
山
・
・
故
防
止
、
違
法
駐
車
の
締
め

一

死
ん
だ
り
捕
え
ら
れ
た
り
し

.

.

 

出
し
で
す

。

ド
ラ
イ

バ
ー
も

一

た
哀
れ
な
雁
の
も
の
だ
と
い

.

.

.

.
 歩
行
者
も
、
交
通
ル
l

ル
と

一

う
こ
と
で
、
地
元
の
人
が
供
養
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

。

一

た
め
に

、

そ
の
小
枝
で
風
呂
を
わ

一

か
し

、

旅
の
人
に
ま
で
振
る
舞
つ
一

久
」
一

た
と
い
う
の
で
す

。

レ
、
y

一
ハ=
L
1k
一

奥
州
外
ケ
浜
に
こ
の
風
習
が
あ
ヤ
皆
『
一
ぶ
-

ご

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す。

外
ケ
浜

H
1

一
円
一
一
一

L\ι

一

と
は
、
青
森
市
か
ら
陸
奥
湾
の
西
伊
一
心

ぞ
乙

…

側
の
津
軽
半
島
を
海
沿
い
に
北
上
が

\

I
O

一

一
し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
本
州
側
の
入

7
\
}

民
d
m

一

一
口
で
、
「
青
函
ト
ン

ネ
ル
記
念
館
」
づ
一
h

々
」
〆
ぞ
荊
一

一
の
あ
る
竜
飛
崎
辺
り
ま
で
の
地
域
竹

一

，
い
た

F
h
u-ご

…
の
こ
と
で
す
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同

手口

孝女

=民
同

ぷ、

お
ひ
る
休
み
の
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
、

A

ち
ゃ
ん
と

B

ち
ゃ

ん
と
C

ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
な
わ

と
び
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

そ
ば
で
D

ち
ゃ
ん
た
ち
が
ド
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
し
て
い
た
の
を
見
て
、
い

っ

し
ょ
に
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は

E

く
ん
に
、

「
よ
し
て
日

と
い
っ
た
ら
、

E

く
ん
は
、

「
い
か
ん
U
と
い
い
ま
し
た
。

A
ち

ゃ
ん
も
、
「
よ
し
て

U

と
い

っ
た
の
に
、

「
C

ち

ゃ
ん
は
、
い
い
け
ど
、

0
0

ち
ゃ
ん
と
、

A
ち
ゃ
ん
B

ち
ゃ
ん
は
、

い
か
ん

U
と
い
っ
て
よ
し
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た

。

そ
の
と
き
、
わ
た
し
は
、
こ
こ
ろ

が
い
た
み
ま
し
た
。

三
人
で
、
う
つ

む
き
な
が
ら
て
つ
ぼ
う
の
は
う
へ
い

き
ま
し
た
。
『
お
よ
げ
な
い
り
す
さ

ん
』
に
で
で
き
た
り
す
さ
ん
も
、
き

っ
と
こ
ん
な
気
も
ち
だ
っ
た
と
お
も

い
ま
す

。

わ
た
し
は
、
こ
ん
ど
そ
う
い
わ
れ

た
ら
、
も
う
い

っ
か
い
、

「
よ
し
て
日
と
い
う
こ
と
に
き
め
ま

し
た
。

そ
れ
で
も
よ
し
て

く

れ
な
か

っ

た
ら
、
先
生
に
い

っ
て
、
よ
し
て

|
|

人
権
作
文
集
よ
り
|
|

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

上
林
小

年

女
子

の~-y し報広(13) 

も
ら
い
ま
す
。
だ
れ
か
が
、
ひ
と
り

ぽ
っ
ち
で
い
た
ら

「

い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ぼ
日
っ
て
い
い
ま
す
。
だ
れ
か
が

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
い
る
よ
り
、
み
ん

な
と
い
っ
し
ょ
の
ほ
う
が
た
の
し
い

か
ら
で
す

。

な
か
間
外
れ
は
い
や
よ

拝
志
小

女
子

二
年

わ
た
し
は
、
い
じ
め
の
話
を
聞
く

と
か
わ
い
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
す
。

二
年
生
に
な
っ
た
こ
ろ
、
友
だ
ち
ど

う
し
が
口
げ
ん
か
を
し
て
い
ま
し
た

。

ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ
た
わ
た
し
は
、

ち
ゅ
う
い
を
し
よ
う
か
、
ど
う
し
よ

う
か
と
ま
よ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ち
ゅ
う
い
を
し
た
ら
、
い
じ
め
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

で
も
、
あ
ま
り
ひ
ど
い
の
で
や

っ
ぱ
り

言
お
う
と

心
に
き
め
ま
し
た
。

「
い
け
な
い
ん
だ
よ

。

も
う
、
や
め

た
ら

U

や
っ
と
、
や
め
て
く
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
ゅ
う

気
を
出
し
て

言
っ
て

よ
か

っ
た
な
と
思
い
ま
し
た

。

帰
り

道
、
わ
た
し
も
あ
ん
な
に
な
る
と
、

ど
ん
な

気
も
ち
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
つ
ぎ
の
日
、
わ
た
し

に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

休
み
時
間
、
女
の
子
四
人
が
タ

イ
ヤ
と
び
を
し
て
い
た
の
で
、

「
よ
し
て

U

と

言
っ

た
ら

、

「
人
数
が
足
り
な
い
か
ら
、
い
か
ん
日

と
こ
と
わ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
き
た
い
く
ら
い
に
き
び
し
く
な
り

ま
し
た
。

で
も
、
な
か
ま
に
入
れ
て

ほ
し
い
の
で
、
だ
れ
か
友
だ
ち
を
き

が
し
て
、
な
ん
と
か
入
れ
て
も
ら
え

ま
し
た

。

わ
た
し
は
、
自
分
が
な
か
間
外
れ

に
さ
れ
て
、
そ
の
気
も
ち
が
わ
か
り

ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
か
わ
い
そ
う

だ
な
と
考
え
て
い
た
だ
け
で
す
が
、

少
し
は
さ
れ
た
人
の
気
も
ち
に
な

っ

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す

。

な
か
間
外
れ
に
さ
れ
た

人
は
き
っ
と
さ
び
し
い
思
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
こ
と
を
生
か
し
て
、
ま
わ

り
の
み
ん
な
が
な
か
よ
く
、

気
も
ち

よ
く
く
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す

。⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
山
内
勝

水
田
恒
徳

川
合
初
美

丹
生
谷
則
篤

相
原
洋
仁

見西西 f通上
奈
良岡岡口林

さささささ
んんんんん

* 世町 * * 世町 * ユノ 連 私 あ 重

申 コ L〆 レ L〆 レ 絡 た 和ス な 団
し

、y 、7 "/ 、y

二L l ま ち 太ポ チた 新町
宮社込 重黒 チ 小 ス 月 ス 河 ス 十毎 ス

ー と 鼓 l ャも し青
六会み 信 川 ン ン川ン 時日 ン 一 三邑 募い年
回数育 及 町・ 中 対 ー 料 敷 場 1 曜 日 ア

同 (ツ レい C:II 

| び テ平 象 公 所 十日 時 色 年 品者 愛・ ンろ 集団団 貝

一課お ニ岡 高 。 国 フー 六回 作に 媛ボ ジん し員で

五 問 ス ・ 校 。 コ H寺 ー 四 事 t) ;回也、 グ〉ラ しな てをは 募
。 い 協 生 。 一 | 務 まい 太ン まこ L、

、 、

。 dEb2 • i3当ス、 円 ト ス 一 局 し出 鼓テ せと ま
わ 教 五ま ょを 等イ んに す 集せ 回 。 で フ

)ア か
。

先 窪 ー皐‘『
。

。

etc ? 

平
成
四
年
度

「
生
活
文
化
女
性
塾
」

塾
生
募
集
/

平
成
四
年
度
重
信
町
生
活
文
化
女

性
塾
の
塾
生
を
募
集
し
ま
す

。

男
女
共
同
参
加
型
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
楽
し
い
つ
ど
い
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

昨
年
度
は
湯
布
院
へ
の

一
泊
研
修

や
留
学
生
と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

対
象

期
間

重
信
町
に
在
住

・

勤
務
す
る

女
性

。

平
成
四
年
五
月
i

平
成
五
年

一
一月

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
社
会
教

育
課
・
窪
田
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

(宮
六
四
l

一
五
O
O
)
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町重いなとんけ番対は県 るを良そ発 思きでうだと町賞も少上でり くった

交信自ぷ :zrzsu さ Zoi 民 A22 包 2422: むとよた戸て占支 ii ご V=
たはいらてよとだ分な番、 とをでんうすあ道息つ IUJ 日うとそ作美分のにる住 ー
ち、ま、他う思とたいい自 伸きはでと。つ府だたは本よ息~れ術た重なのみ世
が美す協国にい思ちしい分 ばそないい た県つら金 一 うド っ たでち信っかや紀

?ト i ti 古手み Z よ凶 ?民く Z J t 75 宮賞 E Iミヰ主 :zz:i弓
は豊してめ源。もがのつ道 とい町をも いし銅、少界重ら審賞ばり自るれ明信
っかて;いるが湾い 一 反て府 す所のき開 とで賞もし 一 信銅貝、工上分のとる町
てで つのな岸 E官器撤相関t宮間関τ民間関担当拐さ均 拙 作げたかもいと

i訪問? 陸軍難鱗韻嬢鶴禅譲覇市町

の'1' し幸良広

こ でた う気 隣謀議謀議謀議総務議案鵠沼市宰志議議室報室議議議選議議案義援護劉 同ンてし え町

2ii; 円 i i認32233櫨鱗擁護舗装警護533333鱗j ggiJiH 
ってい 0 信私いてるとしわ ま所き植た信が 書 おそ町かかがる を他だ近めしち
とさ 町たく 重 よででき自すでれ物く町けみ券礼の内んんもとカしにとかにたの
続フ のちの信うナも水然 。 といがきがたんがにあのを鳥ら 二 |ては思晶、バ重
く 2 未がが町にン、もを てなたんでらなも、きろなはえ百ドい 、 いかクで信

来あ玉、を、パいおた も空くさき 、 ー ら二かドく 、る円をまくまらリす町
とし はき払発 ー l ろいく 有気さきまき人え百ん力す町と分四すうすき | 。 で

zi j 片手企 7ZkifZM吋式見守五町録 。じ日 f
が なてする人にき所し なるるれ花なが 。 のめてにあく 書 集 鳥リに動

ま、 るいツ。 ょがな」と、 り場、、が 重 心 図た、、きう券め も I L を
と

す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が
協
力
を

し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
人
間
と
自
然
と
動
物
と
の

全
体
の
調
和
が
く
ず
れ
か
か
っ

て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
オ
ゾ
ン
そ
う
が
チ
ッ
素

で
こ
わ
れ
か
か

っ
て
い
る
と
か
、
日

本
の
わ
り
ば
し
と
か
の
た
め
に
木
が

へ
つ
で
き
た
り
し
て
い
る

。

そ
の
よ
う
な
現
象
を
防
ぐ
の
も
、

も

っ
と
人
問
、

自

然
、
動
物
の
バ
ラ

ン
ス
を
く
ず
す
の
も
私
た
ち
で
す
。

重
信
町
の
未
来
を
も
っ
と
す
ば
ら

し
く
、
人
問
、
自
然
、
動
物
の
調
和

の
と
れ
た
町
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す

。
春の全国交通安全運動

一路えl

安全は

しめたベルトとおもいやり

スローガン

図 書 館 新 刊 案 内 平成 4年度
〈雑学> O TV ムック謎学の旅=日本テレビ 0解体 国家公務員採用試験
新著=百目鬼恭三郎 〈歴史> 0織田信長=土橋治重

(大学卒業程度)
0織田家の人びと =小和田哲男 〈社会学> 0在日外

国人=田中宏 0銀のしずく=北海道新聞社会部編 試験の種類 申込受付期間 第l次試験日

0乱の女=永畑道子 〈自然科学> O NHKアインシ 国家公務員採用 I 種試験 6 , 14 (臼)

ュ タイン ロマン二日本放送出版 0サイエンス NOW 国家公務員採用 II種試験 5. 1 (翁 7 , 5 (日)

=福井謙一 〈芸術・音楽> 0影法師の詠=伊藤信夫 国税専 門官採用試験 6. 20 出

0 ピアニス卜という蛮族がいる = 中村紘子 く文学〉 労働基準監督官採用試験 5. 18(月) 21 (日)

0 母の碑=図子英雄 0緋い記憶=高橋克彦 0 茜に燃
法務教官採用試験 6. 20 仕)

ゆ(上) (下)=黒岩重吾0 千日の瑠璃(上) (下)=丸山
航 空管 制官採用試験 8.2 l(剣 -9 . 3(ね 10. 4 (日)

健二など・ ・ ※ 詳 しいお閉し、合わせについては

〈今月の標語〉
T760 高松市松島町 1 -17-33 

人事院四国事務局 第二課試験係

一書は鏡でありカギである一 官 (0878) 31-4765 まてい

、‘ , 



(1日 広報しげのぶ

平成 4年度

労働保険年度更新手続き
事業主のみなさん

労働保険(労災保険 ・ 雇用保険)の年度更新の季

節です。

本年度は、雇用保険率と一部業種の労災保険率が

改定されます。

申告 ・ 納付に誤りがありませんよう、お早めに、

確実に。

申告・車内付は 4 月 1 日一 5 月 15 日まで、に。

申告 ・ 納付のお閉し、合わせは、

愛媛労働基準局労災補償課 (ft0899-25 ー 210 1)

愛媛県雇用保険課(ft0899 -41 -2111 ) 

または最寄りの労働基準監督署まで。

全国一斉

民事介入暴力集中相談
実施日

(1) 平成 4 年 4 月 4 日仕) 10: 00 -17 : 00の間

(2) 平成 4 年 5 月 16 日(封 10 : 00 -17 : 00の間

2 実施場所

松山東警察署(松山市勝山町 2 丁目 13番地の 2 ) 

刑事第二課

3 相談内容(暴力団からの暴力的要求行為)

-口止め料の要求 ・寄付金賛助金の要求

・ 下請参入の要求 ・ 挨拶料の要求

・ 用心棒代の要求 ・債権取立行為

- 借金踏み倒し行為 ・ 金銭貸付の要求

・地上げ行為 ・示談行為

. ~、いがかりによる金品の要求など

世界保健デー 4月 7 日

/ \ ートビート 一一それはあなたの健康リスム "Heartbeat- -The Rhythm of Health" 

和裁(上級)技術講習会 ワープロ技術講習会

象 就業を希望する女性など

目 ワープロ(日商検定 3 級を目標)

時 O A コース

5 月 7 日(ポ-7 月 22 日(水)までの聞の21 日

O B コース

5 月 26 日(刈-7 月 10 日働までの聞の21 日

(ただし、両コースとも土曜、日曜及び祝祭

日を除く)

両コースとも、毎日 9 時30分-15時30分まで

会 場 松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター

定 員 A コー ス、 B コ ースともに、各30名

受講料 無料(教材費一部自己負担)

主 催 愛媛県女性職業センター

申込日時 4月 22 日(水)、 23 日〈対の2 日間( 9 時-16時まで)

印鑑持参の上、松山市山越町450番地
愛媛県女性職業センター (ft23-2201) へ申し込

んで下さい。

対
科
目

象 内職を希望する女性など

目 和裁(上級) 女物袷長着

時 5 月 7 日(柄ー 6 月 23 日(刈までの聞の

21 日

A
Q一品

(毎週 3 日、火、木、金)

毎日 9 時30分一 15時30分まで

場 松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センタ-

30名

無料(教材費一部自己負担)

愛媛県女性職業センター

4 月 27 日(月)

定員

受講料

主催

申込締切

申込方法

対
科
目



(16) ぶのげ、し報広

Ji 日 fr 事 名 tI寺 問 t品 所

12(日) 当番医 藤石クリニソク 志津川 まま64 ー 1 234

13例) 狂犬病予防注射・畜 ;犬登録(1 7 日まで) 各 J山 区

16(*1 人権相 談 10:00-15:00 役場会議室

19(日)
電信町民大巡動会 (雨天の場合26 日) 重中グラ/ド

... _. ----- _ -_・. ... ・ 唱.. . . .・ 島 ・ -- -- --.・ 4・ ・ ・・- ---_.. _.... . ~ . . ・-- .. ・ ・ ー .. . -

4 
当番医 国立療養所愛媛病院 機河原 ft64 -2411 

21(:1<) 
曲師L :食学級 受付 1 3:30-14 :ω 

凹]民 会館
(H3年 10月 -1 2}'J 生まれ) 学級 14 :00-15:30 

23(:ね 心配ごと相談所 13 :00-15 :00 役場会議室

25(:!J 
役場開庁日 ・ 不燃ごみI!!I収日

告の一天体観測 (2叩i_t-:i .... T 19:3トzi:00 I 図 書 館

月
26(日) 当番医 中}J I外科・内科 松山市南梅本町 含76-7811

27(J~) 健康相談 (30 日まで) 各 J也 区

28(刈 粗大ごみ問収日

29(*l 
みどりの日 ごみ収集休みます。 5 月 2 日 ωに出して F さし、
-・ .. . ‘骨骨骨骨 骨 .. _-- _ー ーー ー ーー・._ .. .. . ・. . . _. -----. -晶骨亭 + ・

当番医 辻井内科 FH 窪 fi64 -0013 

30(:ね l創定資産税第 1 )明 ・ 水道料金納期限

H命
3 歳児健診

受1す 13:00-14:00 町民 会館
( 564年 I. I-Hiëす 3.31 生まれl

3 (日)
3聖法記念日
ー ー・. - ---・・...‘ 司.... . . ・. . . . _- -- -・ E ・・ーーー ー・ ーー.. ー ー ー ・b ・. . . .. ... ー ・ ・・ . . 圃
当番医 愛媛十全医療学院付属病院川内町南方 fi66 -5011 

振管休日
不問犬質上休みます。 1 1 日開に連れてきて下さい。

4 伺) ごみ収集休みます。 7 日(ねに出して下さい。
ー『・ .-.... -・ ・ ・ ・ ー .“ー ・ ・ー ・ 晶 ... ・.. . .-...・ ... ・ 4・，ーー・ ー .. 
当番医 重信クリ ニ y ク 志津) 11 fi64 -1188 

5 (火)
こどもの日 ごみ収集休みます。 8 日闘に出して下さ L 、。

ー ・ ・ ・ . . ...晶 ・.. . ーーーー ・ ， ー・._-- - --・・ .... .ー ーー -ー--- - -- -‘ ーーーーー ー .. 圃 晶 圃 圃 圃 晶圃 圃 圃 圃

当番医 国立僚養所愛媛病院 t黄河原 H64 -2411 

9ω 
役場開庁日

務づくり講座① ー I' Ù :'30~ I 田1 ・ 一民一 会 一 時

10(日)
不燃ごみI回収日

5 4・ ・‘ 4・- --_.. ・ a ・ 4・・.. . .‘ ・ ...‘・ . . .-- . ..‘ ・... ‘ a・ .. . ・ e ・‘・ ‘ ‘ a ・ 4酔 ・・ ・ ・・ ・ 4・・ ・・・・・ ・ +・ . . .....‘・‘ 4・. . ...

当番医 西野内科クリニック 牛測 まま64 -2200 

1 l(月) 重信町青年団総会 19:30- 町民会館

13(*l 
1 j議 6 ヶ月児健診

受付 1 3:30-IUO 町民 会館
(H2年9 月、 10 丹生まれ)

ポリオ竺ワクチン投与

11~1 目 H3年;.I-H4年1. 31 1中まれ
受H IUO-IS:OO lijf 民 会館

14附 2岡 fl H3年2. 1-1 13年6.30'1:まれ

&.ぴ4歳未満の未投与児
・・ ー ー ・.. .. ・・ ・・ ・・ 4・ . . - ..

行政・心配ごと相談 13 :00-15 :00 役場会議室

17(日) 当番医 西村内科 志津川 fi64 -2461 

FI 19(刈
日本脳炎予防機極

受付 14ωー 1 4:30 北吉井小体育館
北小、現保、 ~t幼及び3歳以上の般

2 1(榊
乳児健診

受付 1 3:30-1 -1:30 町民会館
(H3年7 月・ 10)]. H4 1fl 月生まれ)

23(士) 役場開庁日

24(日) 当者手I~ i度部内科 絵山市南梅本町 H75-2232 

25閃)
健康相談 (27 日まで) ....... J各 地 区
不燃ごみ回収日

日本脳炎予防機種 '~f・t 13:50-14:00 上林 小体育館

26(刈 Jj本小 ・上林i;Ï< ー・.. ・

及び3議以 1'.の 一般 受付 1 4:20-1 4:30 符 J志小体育館持志小 ・拝志i*

28附 心配ごと相談 13 :00-15 目 。。 役場会議室

3 l(日) 当番医 中川外科・内科 松山市南締本田T H76 ー 7811

閉
園
図
画
固

三
月
十
五
日
届
出
分

出
生
(
お
め
で
と
う
)

樋 '1二 f日 j@i 七志牛横志志 イ主
i章 i可 ì~ i.:fl: 

11 i刻;笠日村川前l 原川川 所

奥務開放武坪目白山 i度
f呆川 原原能智内野 1寓之部

1;1,] 護
健 義|専平日 i治 立 )勝英

者一 誠夫樹犬 二 亨起 也

1主連麻 坦 i京歩 大公一 出
9島 綾 生

子也衣 緒 f伝菜 輝実 児

3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 生

1 29 26 22 14 13 12 12 12 8 
年月
日

町民
4年4 月 12 日 '"'"'4 年 5 月 31 日

ダンレカ

ポスト愛護週間

( 4 月 1 4~20 日 )

死

亡
(
お
悔
み
)

尚下南 'ド守町 i償樋償凶志北樋 LH il4 u3北
tT- iilT i可 �f. !ff' 町'

i判林田洲 i持l i宅 !京 11 原 |品l 川 町口;笠 |面J 1空間

松 t露骨;小 i度小伊近山汁旭 ~j *大川 i度森
本本内野部山藤藤日生 池田間合部

鹿 谷
i五 十 テ美栄松定良政 H高IJ 但東 l来光
l明勝郎徹イ鈴 子 l京枝 一 子 慈 三 弘男寅 l

40 54 91 42 96 35 83 92 80 86 85 69 91 81 50 69 83 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 222  

9 9 8 8 8 5 5 4 4 25 25 24 21 20 18 18 17 

重 信町 教 育相 談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談ドき L、。秘密は厳守します。

月 日 相談員

池)J I 邦男

8 武智 道子
4 

15 林 トシ子

22 水田 敏贋

6 稲荷善一

13 j也)J I 敏朗
5 

20 八木光秋

27 青井正史

毎週水曜日

13 : 00 -17 : 00 

電話でもよ いし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付ーけていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日時

場所

電話

方法
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